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《人口と世帯》（令和元年５月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：126,093人
　　 （男：60,314人、女：65,779人）
　世帯数：48,921世帯
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山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111
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日
本
海
や
瀬
戸
内
海
沿

岸
に
は
、
山
を
風
景
の
一

部
に
取
り
込
む
港
町
が
点

々
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
港
に
通
じ

る
小
路
が
随
所
に
走
り
、

通
り
に
は
広
大
な
商
家
や

豪
壮
な
船
主
屋
敷
が
建
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
寺
に
は
奉
納

さ
れ
た
船
の
絵
馬
や
模
型

が
残
り
、
京
な
ど
遠
方
に

起
源
が
あ
る
祭
礼
が
行
わ

れ
、
節
回
し
の
似
た
民
謡

が
唄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
港
町
は
、
荒

波
を
越
え
、
動
く
総
合
商

社
と
し
て
巨
万
の
富
を
生

み
、
各
地
に
繁
栄
を
も
た

ら
し
た
北
前
船
の
寄
港
地

・
船
主
集
落
で
、
時
を
重
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と
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人
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本
市
で
追
加
さ
れ
た
の
は
、「
加
茂

港
周
辺
の
町
並
み
」
や
、「
石
名
坂
家

住
宅
主
屋
・
蔵
」、
北
前
船
で
財
を
な

し
た
商
人
た
ち
か
ら
寄
進
さ
れ
た
「
浄

禅
寺
の
釣
鐘
」
と
「
善
寳
寺
五
百
羅
漢

堂
」、「
致
道
博
物
館
所
蔵
の
北
前
船
関

連
資
料
群
」
の
５
つ
の
構
成
文
化
財
で

す
。

　

市
で
は
、
更
な
る
地
域
の
発
展
を
目

指
し
て
、
加
茂
地
区
や
構
成
文
化
財
関

係
者
と
一
体
と
な
り
、
町
並
み
の
保
全

や
、
子
供
た
ち
が
学
ぶ
機
会
づ
く
り
、

情
報
発
信
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

浄禅寺の釣鐘
坂越（現在の兵庫県赤
穂市）から北前船で運
ばれたもの

５月20日に追加認定され、同日、認定を祝う発表会
が浄禅寺で行われました。
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が
紡
い
だ
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空
間
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北
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船
寄
港
地
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船
主
集
落
～
」
に
、
本

市
を
含
む
７
つ
の
自
治
体
が
追
加
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

 

「
出
羽
三
山
生
ま
れ
か
わ
り
の
旅
」、

「
サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク
」
に
次

ぐ
３
件
目
の
日
本
遺
産
認
定
。
３
つ
と

い
う
の
は
全
国
最
多
で
５
自
治
体
の
み
。

東
日
本
で
は
唯
一
で
す
。

北前船で栄えた当時の町割りがそのまま
残っている

加茂港周辺の町並み

致道博物館所蔵の北前船
関連資料群

北前船船主により奉納された船舶
模型や船絵馬、四爪錨、出船手形、
船鑑札、船箪笥等

商人たちの寄進で建てられたお堂。
安置されている531体の仏像も同
じく寄進により作られた

善寳寺五百羅漢堂（国登録
有形文化財）

石名坂家住宅主屋・蔵（国登録有形文化財）
北前船船主の家屋及び蔵 ※個人宅のため写真の掲載は控えています。


